
清武町地域防災システムの構築

－IT活用による減災に向けた取り組み－
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清 武 町 の 概 況

面積 ４７．８１平方キロメートル

人口 ２８，９１８人（Ｈ１９．５．１）

世帯数 １２，３０８世帯

高齢化率 １３．９％

（宮崎県平均２４．１％）

財政力指数 ０．６５５（Ｈ１８年度）

（過去３ヵ年平均 ０．６３２）

自主財源比率 ５２．３％（Ｈ１９年度）

平均気温 １６．９℃

降雨量 ２，４９０ｍｍ（年間）

日照時間 ２，２５２時間（年間）
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交通の便に恵まれた環境

西都市・延岡市

日南市

清武ジャンクション



温暖な気候を利用した農業の振興

日向夏

特産「日向夏」

千切り大根

新たな産地化をめざし栽培が開始された

「パパイア」

（温室栽培のため、幹を倒して栽培）



積極的な企業誘致

尾ノ下工業団地

今泉工業団地

超ＬＳＩを製造する「宮崎沖電気」

外資系医療機器メーカー「バクスター社」



宮崎大学医学部 宮崎大学本部キャンパス

宮崎女子短期大学

宮崎国際大学

県立看護大学

清武町

清武町役場

宮崎学園都市の形成
宮崎産業経営大学



住宅団地の造成による急激な人口増
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地区担当職員制度の導入

町職員１６０名中清武町内在住者の減少（町内在住者８１名）

→地域との連携、地域活動への参加意識の希薄化

・ 職員の意識改革

・ 積極的な地域との関わり合い

→「地区担当職員制度」の導入（平成１６年度）

＝職員１６０名全員を３６の各地区担当として配置（各地区４～５名）

・ 各種広報紙・回覧文書等の地区区長宅までの配達・緊急伝達事項の使達

（従前は、宅配業者に委託）

・ 地区総会・説明会・清掃活動・祭り等のイベントへの積極的な参加

・ 地域課題の共有と解決に向けた町担当部局とのパイプ役

・ 地区との緊密な情報交換・収集

・ 災害時（発生予想時）の要援護者対応



こどもたちの安全確保に向けた取り組み

ＰＴＡを中心に設置が進められた「おたすけハウス」

商工会青年部により組織された「緊急キッズおたすけ隊」

児童・保護者・地域住民が一緒に
通学路等の危険箇所を調査



平成１７年７月２３日

「ふるさと５５パトロール隊」が発足

隊員（発足時）青地は現在

地区組織 １６地区（３１２名） ３１地区（４９２名）

ボランティア団体 １（７名） １（１４名）

個人ボランティア （４０名） （４０名）

合計 ３５９名 （５４６名）

ふるさと５５パトロール隊の発足

ふるさと５５（ゴーゴー）パトロール隊概要

【事業の趣旨】

近年、児童生徒を標的とした誘惑事件や声掛け事件
等が全国的に発生しており、子ども達の安全が脅かさ
れている。

そこで町が主体となり町内５校の通学路を中心にパ
トロールを行うとともに、学校や各種団体、町民の協力
を得て活動の輪を広げるため、５５パトロール運動（「５
５パトロール」の５５は、前の「５」が町立小中学校５校
を、後ろの「５」が①あいさつ②安全③安心④連携⑤行
動の５つを表象）として展開し、子ども達が安心できる
街づくりを行う。

【経緯】

６月 個人ボランティア募集

７月 地区単位の組織化

７月２３日 発隊式

【パトロールボランティアが行う活動】

① 登下校時のあいさつ、交通安全指導

② 暗がり、危険箇所の随時巡回

（散歩時等は、腕章・ベストを着用）



青色パトロール隊の導入

住民の防災・防犯活動を支援するため

平成１７年７月１日 宮崎県内では初となる

「青色パトロールカー」を導入



青色パトロール隊の活動

警察官ＯＢを「地域安全指導員」として採用

（現在パトロールカー３台 指導員４名）

不法投棄・違法駐車・放置車両の早期発見

犯罪発生率の大幅な低下にもつながる



平成１７年９月２８日 近隣市町を襲った台風１４号災害

宮崎市田野町天神ダム上流部の被災状況宮崎市田野町天神ダム上流部の被災状況

宮崎市田野町宮崎市田野町わにつかわにつか渓谷いこいの広場渓谷いこいの広場

（バンガロー・河川プールなどの施設が壊滅）（バンガロー・河川プールなどの施設が壊滅）

大規模な山林崩壊

左３枚：被災前

上：被災後



清武駅

昭和１４年１０月１６日

雨量６５７ｍｍ 死者３３名

昭和１４年大水害の記憶（清武町）

西新町駅前通



黒北公民館付近

黒北地区黒北地区

黒北安ヶ野地区黒北安ヶ野地区

西新町地区

平成２年９月２９日・３０日 台風２０号による大災害

総雨量 ８１４ｍｍ 死者 ２名 被害総額 約１４億円
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